
東海岸地域サンライズ推進協議会

令和7年度事業

1．サイクルイベント事業
2．サンライズベルト構想に関する勉強会
3. 先進地視察研修
4. 今後の協議会活動について



1．サイクルイベント事業
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令和元年度に設定したサンライズ自転車ルートを活用し、サイクリングを通して
東海岸地域の活性化を図ることを目的として、サイクルイベントを実施しました。



2．サンライズベルト構想に関する勉強会
構成町村の魅力発信と地元事業者とのつながり強化、持続的な観光資源の活用に

向けた取組として、サンライズ地域の進行に関する勉強会を３回行いました。
第１回開催日：令和7年9月26日（金）
第２回開催日：令和7年11月12日（水）
第３回開催日：令和7年11月19日（水）
参加者：構成町村職員、商工会など
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3．先進地視察研修
①視察の目的・ねらい
・東海岸地域サンライズ推進協議会構成町村においての観光推進と収益性の両立をめざし、観光分野の広域化を図る
事を目的として、広島県において瀬戸内DMOや尾道観光協会、廿日市市の取組について講和の聴衆や意見交換を行っ
た。

所 属・氏名区分所 属・氏名区分

②研修参加者 ③研修日程
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2日目（10/22）

【取組】
DMO（一般社団法人二日市DM）構想
・地域全体の観光効果最大化を図るハブ機能として、既存の観光協会や商工団体を繋ぐ
・マネジメント・マーケティング・プロモーションに特化
【所感】
・観光施策の重点は「域内消費・宿泊増」「データに基づく政策判断」
「関係団体の調整力強化」に置かれている

・廿日市市は、観光資源の認知度に頼るだけでなく、DMOを通じた組織的・
戦略的運営への転換期にある

・今後のKPI策定、データ基盤の整備、専門人材確保が成功の鍵

視察風景 廿日市市役所前写真

●「廿日市市」の取り組み及び所感

廿日市市の取組
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2日目（10/22）

【取組】
・欧米豪市場を中心にターゲティング
・ SNSやオンラインメディアを活用した情報発信
・外資系企業社員等を活用した英語による実践的ガイド研修
・西日本4広域DMO（関西・四国等）との連携協定
・国際博覧会やIR誘致を見据えた⾧期誘客戦略
【所感】
瀬戸内DMOの事例は、行政・民間・金融機関が一体となった観光地域マネジメントの好
例であり、サンライズ推進協議会における観光推進の指針となる。特に、地域資源の磨き
上げと民間投資の融合、サステナブル観光の推進は、当エリアでも活用可能なモデルだ。

せとうちDMOとの集合写真 せとうちDMOの取組事例

●「せとうちDMO」の取組及び所感

視察風景
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2日目（10/22）

【取組】
・主な収益源は観光施設の売店、駐車場、イベント事業。
・市からの補助金割合は約3％で、大半は自主事業による営業収益。
・黒字化・収益事業の確立により、コロナ禍でも一定の持続可能性を確保。
・ 開発費や商品企画はふるさと納税返礼品などとも連動させ、メディア露出で売上増加
につなげている。
【所感】
・補助金に依存せず、自主事業を軸とした経営モデルの構築が持続可能性につながる。
・インバウンドは個人旅行中心で、言語対応・プロモーション・ガイド支援の仕組みが重要。
・関係人口や地域資源を活用した農業体験等は、地域活性化と人材確保の両面で効果がある。
・広域連携や周遊設計により、滞在時間延⾧と経済効果拡大の可能性がある。

●「尾道観光協会」の取組及び所感

尾道観光協会の取組事例視察風景 OMOUTIU2施設風景



４.今後の協議会活動について
●先進地視察及び勉強会を経た次年度活動へのステップアップ
：サンライズ推進協議会より広域観光連携への委託事業を模索
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